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不動産業の国際比較  

ア ノリ カ   イ ギリ ス   

不動産業の窯紡内容  開発登拐、仲介・コンサ／レタ  住宅司i明は′トきく、不動産票  
ント華妨、管登業績、不動産  は大部i〉両溝川不動席司i甥を  

鑑定業妨、憶原関連登妨が主  対穀にする。開汚某所、仲介  

努なbの。住宅の販売仲介が  ・代理業坊、管理業研がある  

規撰蛍火の市場。腎理菜抗に  が、不動廃車刊人（一種のギ  

は不動産経営のマトーソヤー  ルドR楕呑）が棉広い穐櫨を  

菜携（投牒の収益演任を含  担う。市i勘まロンドンに植場  

む）を含む。   にIltり1。  

産業分額上の扱い（大分額）  

丁ベロツバー  建設業   
不動産汗汗禁  
その他の不動席サービス  
不動産市増鴇慄  

念珠卜保険・不動産登        ］鍼・鰍サービス書  

・住宅投資のGNP比（●80へ一  J．5ワ乙   3．5！’る   

’90の平均）  

・有形同定安産に占める割合   66．2ワ乙   52．1Pム   

不軌産（うち土地）   （2j．2ア占）   （柑．1一丁6）   

不助産某に関ナる資格  
定業掛こついて、川角府の免  協会を作りそこで算桔制度与  

許が・ピー要。桂鞍、試験合格な  

どが要件となる。   

主な不動産制度  仲介についてはhlLSやエス  土地は所有ではなく占宵。土  

タロ一利度が発通。設記は、  他のみでなくその上の建造拘  

憶利移転の記録のみであり、  琴を含めて植原キ保育。厳し  

梅原保険が必要とされる。  

聞から999年までの補間で設  

定。更新は5～7年間隋。イ  

ンブランドとウェールズには  
土地の放線制度あり。  

取引コスト   仲介手数料は売主負担で6  

～7％。   

その他エスクロ㌧一手放出等。  

不助産評価に占める土地の割   戸竣住宅で20～30ヲG、NY中  住：∈地で約1／3。ロンドン市   

心地のビルで25～35％程度。  

特  徴  デベロッパーは投打賽をプロ   
モー卜するという立場が薙い。  発遁。不助産投資に対するサ  

仲介は分業化、システム化が  ービス業病が発達。「不軌産  

進んでいる。   投資は、長柄的には安全な投  

曹J（商業用不助産の収益性  

はiF宰1【l％以上で伸びてい  

る）という。   

フ ラ ン ス   ド イ ツ   日   本   
デベロッパーと仲介・腎得業  70年代から某所が綾立し始め  開発・分詞棄、流通革、符硬   
拐にノこ別。他人の建物を管理  る。デベロッパー、不動産仲  菜、管理策に分煩。比較的故   
ナる菜紡が狩遁。デベロツバ  介、建物の情理、南野が不動  立して営まれていることが多   
－は銀行や建設会社の子会社  産業の主要線能。鹿野との桔  い。は宅市場が大きい。  
化。  びつきが錨く、別行の進出が  

著しい。  

建設業  建設業   
不動産代任業  

］サービス業   ］ 
不動産禁 

硝薬サ】ビス賃  
】  

6．けヲ‘   5．90左   5．7％   

N． N．八 80．j％  

（70／   

不軌席代埋薫及び不動産管理  は的な資格不要。騒実印体で  
菜の薯票にIi知事の免許が必  丙惰を認定。教育及び試演を  許を要ナる。試験によろ取引   
警（ト年更新）。   要件とする。托能組合が発  

i隻。   

不動席の取引（土地と建物と  建物と土地との分隠取引はで  土地が按立して取引きれる。   
は一体的）を詮記する。農記  きない。登記は公憎力の翠  土地基本法。賢記制度l土ある   
が対抗要件。建設許可lこより  1†．  が対抗用件としての勃発の   
周途、容隕峯、外税などモコ  み。不動産評価においては、   
ントロール。  「宅地見込地」など、末実現  

利用憶債の先取りが普通。  

代理手打料3％程度          田圭の代理手数冒2，5－5ヲも。  仲介手放料は売主・買主それ   
門汗代理の手数料はⅠ5、3Uヲ乙  ぞれが3％程度   

（対年間票田）  

平均して20～30％。′くりの－  戸雄性宅で卸％、マンション  東京・都心商巣鴨で70・－80   
等簸では5（I％程度。  で1（ト15？‘。商票用不軌産  ％、都内高級住宅地で80％、  

lま、荷票tf一心地では餌％、そ  郊外住宅地・地方拓市で  
の間道で20～309‘。   50・－68％（新築建物の場合）  

である  
デベロッパーは金融と強く結                  金軸との結び付きが強い。不  土地の盈祝。葉柄の総合性が   
び付く。管理雫についてら免  助産某と建設業とが融合的。  弓蓋い。住宅と商業相不動産と   
許を零す。法令による統制が  商宰不動産投河の高まりに応  の分産が未発達。投資市場里   
彪擬されている。   じて不軌産業の専門化が進  

行。   
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